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 SIP-adus Workshop開催目的

I) 日本の成果の国際発信 Ⅱ) 海外の情報共有 Ⅲ) ネットワーク構築

Ⅳ) 国内関係者への情報発信 Ⅴ) 国際的なリーダーの育成

 Workshop構成設定方針

 Ｗorkshopの目的の達成を目指す

 SIP第二期の最終開催として、将来に繋がる関係構築の場、成果発信の場とする

【Plenary Session】

• 会場開催とし、Welcomeレセプションも実施。専門家・SIP関係者・後継組織での交流を促進する

• パネル展示の実施、同時通訳の導入で発信内容の理解を深める

• Sessionを後日オンライン配信し、広く一般向けに情報発信する

【Breakout Workshop】

• 会場開催を復活し、Face to Faceでの議論を深める

• 一般公開は行わずディスカッション時間を確保、集中した議論の時間を作る

SIP-adus Workshop2022 開催方針



Plenary Session Breakout Workshop

全般 日程 2022年10月11日（火）～12日（水） 2022年10月13日（木）

目的 日本の成果の国際発信、国内外の情報共有・情報発信、
ネットワーク構築

国際的リーダーの育成、国内外の情報共有・情報発信、
ネットワーク構築

会場 同志社大学（ハーディーホール） ANAクラウンプラザホテル京都

主催 SIP-adus, モビリティ・イノベーション連絡会議、同志社
大学

SIP-adus

開催方
法

資料 英語 英語

言語 同時通訳（英語 ⇔ 日本語） 英語 （通訳無し）

会場参加 講演者、聴講者 Workshop参加者 （原則会場）
※会場人数の調整ありQ&A 会場のみで実施 （日英2言語）

一般
公開

開催期間 会場参加者のみ（一般含む）
ポスター展示実施予定

無し

後日配信 配信予定 11月8日より（日本語・英語） 無し

レセプション 10月11日 京都ガーデンパレス 10月13日 ANAクラウンプラザホテル京都

備考 • 東大・同志社：『モビリティを活用したビジネス・イノベーション・コンテスト(M-BIC)2022』（中間大会）10/10開催
• Breakout Sessionはレセプション前にテーマ毎にディスカッションのサマリ共有を実施
• 8月に感染状況踏まえた会場開催有無判断（録画によるオンライン開催（11/8より）への切り替え判断）

Workshop開催概要



日程 Workshop サイドミーティング・イベント

10月X日

10月10日 会場準備
・ 『モビリティを活用したビジネス・イノベーション・コンテスト(M-BIC)2022』

（中間大会）
・ 近隣施設での茶会開催 （検討中）

10月11日

Plenary１日目 ポスターセッション（ポスター展示）

↓会場移動（専用バス提供可能）

Welcome Reception -

10月12日 Plenary 2日目 ポスターセッション（ポスター展示）

10月13日
Breakout Workshop -

Farewell Reception

10月X日
10/14 日独Expert Workshop(予定）
10/17 日独連携Work Shop(HF)

日独・日EU Bilateral meeting 実施見通し



Day1

9:00

17:05

Welcome 
Speech

内閣府（VIP)
同志社大学学長

30分
Keynote 
Speech

欧・米・SIP-adus

Session① Regional Activities 85分

休憩 (15min)

Session② テーマ1/7 80分

ランチ (12:30-13:30) 60分

Session③ テーマ2/7 80分

休憩 (15min)

Session④ Japanese Government 90分

Welcome Reception

Day2

9:00

18:00

Session⑤ テーマ 80分

休憩 (10min)

Session⑥ テーマ 80分

ランチ (11:50-12:50) 60分

Session⑦ テーマ5/7 65分

Session⑧ テーマ6/7 80分

休憩 (10min)

Session⑨ テーマ7/7 80分

休憩 (10min)

Session⑩ Panel Discussion 50分

Closing 15分

Plenary Session 7テーマ + Poster Session

Poster Session(60min) 13:00～14:00

Poster Session(11:50～12:50) (60min)

技術テーマSession時間：80分(15分/人×5人Session⑦は4人想定、QA込）
Poster Session（案）：1日目 昼休憩時間後半から、1時間

2日目 昼休憩時間中



Regional Activities
【T】自動運転に関する各国の取り組み紹介

【A】本セッションでは、自動運転に関する日米欧を中心とした各政府からの取り組みについて紹介する。

Impact Assessment
【T】Impact Assessment Activities

【A】

Service & Business 
Implementation

【T】Service and business implementation for automated mobility services

【A】自動運転を活用したサービス（旅客・配送）におけるサービスモデルや事業モデルに関して、各国・地域において検討されているアイディアや課題を
議論する。

Human Factors
【T】安全な自動運転のためのヒューマンファクター：過去と今後

【A】自動運転車の安全に関わるヒューマンファクター課題への取り組みの総括として，これまでにわかったこと，残課題や新たな課題について共有する．

Dynamic Map
【T】ダイナミックマップによる動的情報連携と標準化

【A】Dynamic Mapを活用した動的情報連携および地図更新の現状及び課題を共有化する。

Connected Vehicles

【T】協調型自動運転に関する動向

【A】世界の各地域で自動運転や安全運転支援システムへの通信の活用が検討されているが、本格的な実用化には至っていない。
各地域での協調型自動運転に関する動向について共有化し課題を考察する。

Safety Assurance

【T】安全性評価基盤のハーモナイズ

【A】安全性保障の実現に向けて仮想環境は不可欠な技術であり、仮想環境に対する要求や妥当性検証の方法について国際的な協調が喫緊の課
題である。仮想環境で評価を実施する評価シナリオ及び、各評価シナリオに対してどのような妥当性評価の方法と基準が必要なのか、各国プロジェク
トの検討状況について持ち寄り、今後の連携・ハーモナイズの進め方について議論を行う。

Cybersecurity

【T】持続的に安全・安心な自動運転の実現に向けた新たな脅威への対応

【A】国連法規が施行され、各OEMではサイバー攻撃からの継続的な保護に向けた取組みが進められており、例えばIDS/IPSの活用などが検討され
ている。IDS/IPSにより攻撃の検知、初動対応の迅速化につながるものの、持続的な安全・安心の実現には、新たに発生する脅威へ常に対応できる
状態にしておく必要がある。本研究では、IDS/IPSの評価方法に加え、新たに発生する脅威情報を迅速に共有するための技術要件及び、プロアク
ティブな脅威情報の観測・収集について考察する

Session テーマ 【T】テーマ 【A】アブストラクト



実施意義

2014年に開催した第１回のSIP-adus Workshop以来、Plenary Sessionの形式やテーマが概ね踏襲されてきたが、9
年間にわたるプロジェクトの集大成という観点、それとは矛盾する最新の進展や将来に向けた課題、の両面から改めて検討
し、最終年にふさわしいプログラムにするのが良い。検討の結果として従来を踏襲するという結論もありうる。

テーマ名（案） Achievement, challenges and the future of road vehicle automation

概要

SIP-adus最終年であること、欧州・米国それぞれ特徴的な取り組みが進む中でともに節目を迎えていることを踏まえ、日米欧
を代表する実践的推進者が過去10年の成果、残された課題、将来展開について忌憚のない意見を交わすパネルディスカッ
ションを行う。
講演形式ではなく、あらかじめ行う予備的な議論を踏まえた論点についての議論を行う。論点整理の箇条書き程度のスライド
は聴衆の理解促進のために準備する。

参加者

Panelists:
Steven Shladover, UC Berkrey, U.S.A.
Aria Etemad, Volkswagen Group Research, Germany
Seigo Kuzumaki, SIP-adus, Japan

Moderator:
Chie Fukushima, Cabinet Office, Japan

備考

【準備の進め方】
欧米に伍して議論に集中したセッションとするために周到な準備が必要。
1. 議論の論点や視点を事前に提示して、パネリストが準備した上でフリーディスカッションの場を設ける。
2. フリーディスカッションで交わされたやり取りのポイントから議論の流れを作って提示し、それに沿った発言のポイントをパネリスト

から提出してもらう。
3. 発言のポイントを整理したストーリー展開を準備してパネリストに周知する。
4. 当日は、セッション前に30分程度のウォーミングアップの時間を設ける。

パネルディスカッション



開催会場

同志社大学
ハーディーホール ▼

京都ガーデンパレス

10/11-12 Plenary Session会場
アクセス：地下鉄今出川駅
情報：
https://www.doshisha.ac.jp/kamba
ikan/facility/hardy.html

10/11 Welcome Reception会場
アクセス：地下鉄今出川駅/丸太町駅
情報： https://www.hotelgp-
kyoto.com/

ANA
クラウンプラザホテル

10/13 Breakout Workshop会場
Farewell Reception会場

アクセス：地下鉄二条城前駅
情報: http://www.anacpkyoto.com/



開催会場①：同志社大学 寒梅館 （ハーディーホール）
For Plenary Session

https://www.doshisha.ac.jp/kambaikan/

• 客席数：850席 （感染症対策により変動）
• 舞台：間口22.23m／奥行9.25m／高さ6.09m（全て最大値）



会場出入口

会場出入口

ステージ

ロビー

Poster Session
エリア：B1F ハーディーホール前ロビー
展示可能枚数：最大32枚予定
対象テーマ、テーマ毎展示枚数設定検討
予定

1F入口より
B1Fへ

ハーディーホール

客席

Poster Session 展示イメージ

受付（仮）

1F入口より

2070



広報関連
Flyer



2022
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大日程

Workshop
準備
マイルストーン
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一般参加登録（8/24)▽

▼Webサイト公開(5/23)
Workshop開催告知

▽講演者情報web公開
8/19

会場開催可否検討◇

▼実施方針案
検討

各テーマの議論
内容検討 ▽開催後速報@WG

ポスター展示用パネル完成▽

準備スケジュール

▽11/8
オンデマンド配信▽Press Release

PL: Plenary Session
BW: Breakout Workshop
WG: Working Group

登壇者招聘調整


